
目指す姿

○本県の舞台芸術を目指して国内外から多くの人が訪れる

○舞台芸術が県民にとって身近な存在であり、誇りとなる

○舞台芸術の振興をきっかけとした本県文化力の向上

「演劇の都」構想の実現に向けて

２　「演劇の都」構想の策定（令和３年７月）

○「演劇の都」の定義
　　象徴に県立劇団ＳＰＡＣを据えながら、演劇をテーマとして、多くの人々が集　　
　い、参画できるイベ    ントが行われ、拠点としての劇場や公園、周辺の文化・　
　観光施設まで含めて地域全体が演劇をキーワードに活性化する状態

３　構想の内容と具体策

１　推進フロー

●国内外での主な実績
2019
(R元)

・Japan2019公演(NY)
・池袋西口公園野外劇場柿落し公演

2018
(H30)

・ｼﾞｬﾎﾟﾆｽﾑ2018公演(ﾊﾟﾘ)
・宮城監督　仏芸術文化勲章ｼｭｳﾞｧﾘｴ
・ＳＰＡＣ　ｸﾞｯﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ賞

2017
(H29)

・ｱｳﾞｨﾆｮﾝ演劇祭開幕公演(仏)
・宮城監督　芸術選奨文科大臣賞

「演劇の都」の実現
☆県実施、★SPAC実施

「演劇の都」戦略の策定

戦略の展開①

戦略の展開②

2020（Ｒ２）年
★県内巡回公演
☆構想策定委員会設置
☆各種調査実施
☆公園活用検討

2021（Ｒ３）年
★県内外公演
☆「演劇の都」構想策定
☆公園利活用計画策定
☆演劇ｱｶﾃﾞﾐｰ開校
☆演劇団体の情報発信

2022（Ｒ４）年～
★県内外公演
☆指定管理更新等
☆公園利活用の推進
☆演劇専門教育の検討

10年後の
目指す姿

○　策定組織
氏　　名 現　　職 分野 

大久保 あかね 静岡県立大学ﾂｰﾘｽﾞﾑ研究ｾﾝﾀｰ　副ｾﾝﾀｰ長 広報、観光 
太下　 義之 同志社大学　経済学部経済学科教授 有識者 
渋谷　 浩史 ｽﾎﾟｰﾂ・文化観光部理事（文化担当）【委員長】 県 
橋爪　 　充 静岡新聞社　編集局文化生活部長兼論説委員 マスコミ 
花﨑 　武彦 県教育委員会　高校教育課学校づくり推進室長 教育 
宮城　 　聰 ＳＰＡＣ　芸術総監督 ＳＰＡＣ 

ＳＰＡＣの
躍進

県内舞台芸
術の振興

次世代の人
材育成と風
土の醸成

「演劇の都」
の拠点づくり

 観光活用

・鑑賞者数の増

加 と多様化
・企画の実施と広

 報強化 

・演劇団体のネッ

  トワーク構築 
・ＳＰＡＣによるノウ

  ハウの支援

・ＳＰＡＣ演劇アカ

  デミー運営
・学校教育への　　

　教育ツールの　

　提供

・ＳＰＡＣを活用し  
た公園利用拡充 
・県民利用も踏ま  
えた園内整備

・周辺観光施設

と の連携・関係
者と連携し た観
光商品活用

R4.3～
「観光
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰ
ﾑ」との
連携

R3～
国補助金・
民間資金
を活用した
公園利活
用事業
(民間8社)

R3.4～
ＳＰＡＣ演劇
アカデミー
開校

(生徒16名)

演劇専門
教育の検討
(清水南高)

R3.7～
演劇団体・
公演情報

ＷＥＢ公開
(28団体)

演劇団体
ﾈｯﾄﾜｰｸの
構築

R3～
東京2020
NIPPON
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
「ｱﾝﾃｨｺﾞﾈ
(5/2～5/5)」・
世界演劇祭
の成功　他

具体的な取り組み

•ＳＰＡＣが知名度・求心力を高める。(音楽界にお
けるｳｨｰﾝ･ﾌｨﾙのような存在になる)世界的評価の確立

•県外・海外から舞台芸術家を目指す人や、演劇
公演を観たい人が「都」を目指して来る。

観光・交流の拡大

•県民が演劇を通じて豊かな文化を享受できる
•「演劇の都」であることに誇りを持っている

豊かな文化の享受・
県民の誇り醸成

•アマチュア劇団や各種芸術の才能ある人材が
集まり、育っていく。

芸術活動の活発化

•静岡ならではの教育システムで学んだ演劇人が
世界で活躍している。

人材の育成


